
pj13f伊立 三 宅島噴火潟真 (其の 1)

(1) 雄山外輪山東北東 部主り中央火口丘を望む

IA 中央火口丘三角黙 B 中央火口丘北側最高黙 0;火 n 原 D 外輪山北側最高知

(2) 大久保漬沖より雄山l噴煙を望む (7月 16臼撤杉) (3) 下馬野尾より雄山l噴煙を望む ~ 7 月 17 日撮影〉
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昭和 15年伊豆=宅島噴火馬異 〈其のむ
7月-8月 一
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く4)雄山新火口丘北 側 〔寓員(1)のB貼より望む〕
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昭和 15年
7 月 ~8 月 伊豆 三 宅島 1吠 火潟真

B 

〈其の 3)

(5) 城山新 火1-1丘南側 (1下央火n丘三角貼より望む〉

A 新岩i宰丘最高知 B 中央火 I(JI:北側故高知
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昭和 15年
7月-8月 伊豆三宅島噴火務員 〈其 の の

く6)三雄山新火口丘東側〈中央火n丘東部より望む〉

A 中央火口丘三角知 B 中央火口丘北側最高知

(7) 雄山新火口 く策 4火口西側より望む〉 く8) 雄山北方最高鮎附近の弛出岩塊及びその落肪:



!サゴす伊豆 三 宅島噴火 t~ 異 (其 の め

(10) 雄山新熔岩基地北端部 く11) 雄山港木林の被害



昭和 15年伊豆=宅島噴火潟真 く其のめ7月-8月 lア ー

(12) 中腹第1火h く紫1火口西側火口雄上より望む)
奮熔宕流の上に新熔岩流更に新弛出物居がのってゐる

(3) 中腹第1火口 〈都 1火口東側火口雄上より宅む〕

県市線の上部は奮熔岩流

く14) 中腹噴火口 〈都3火口南方より望む〉 A 割自に生じた昇華物



昭和 15年
7月--8月 伊豆 三 宅島噴火潟虞 〈其の 7)

(15) 中腹策3火口底
A 策3火口内壁北東

側上部のIJ、火n

(17)中腹火山砂磯椎積地帯，↓;新火口

く16) 中腹弟i4火口を南西より望む

く18)中腹部1火口新熔岩流，多くの割目が見える



昭和 15年伊豆コ宅島噴火潟異 〈其のめ
7月--8月一

新溶岩すた

(19) 中腹策1火口新熔岩流
奮山帯に盛り上ってゐる所

く21) 中腹抱出物堆積居中に生じた

推の大木の焼穴〈深さ約 3米〉

(20) 中腹火口より弛出された大熔岩塊

，....， 

(22) 中腹火口の抽出物による樹木の被害
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昭和 15年伊豆 三 宅岸噴火戸 l買 (其の 10)
7月--8月 一 一

ぐ 2.1)瓢鍛~Il! (北方アノウl時より望む〉

く26) 瓢

第 1火円
↓ 

箪

(25) 瓢 24E 山 東端部ぐ南側より望む〉

第 2火口
+ 

~Lr (南西側より望む〉



昭和 15年伊 豆 コ 宅島噴火潟異 (其 の 11)
7月--8月 一一

(27) 瓢敏山第1火口 く29) 瓢箪山第1火円外斜面に生 じた黄色昇華物

AB線上に流木の並んでゐるのが見える

く28) 瓢箪山第 1火口旗の割目 く30) ヨリダイノ鼻に於ける崖崩れ及び弛出熔岩〈↓印〉



昭和 15年伊豆コ宅島噴火潟真 く其の 12)
7月-8月 一

く31) ヨリダイノ鼻に於ける隆起

AB線は奮汀線で高さ海面上約2米

赤場!廃
↓ 

ぐ32) 隆起のために生じた新砂漬

(サタト、.一山11より望む〉

く33)1--'赤却場暁持内の熔岩流(瓢箪山第 1火口縁より望む〉



¥ 

昭和 15年
7月--8月 伊豆 三 宅島噴火潟異

(34) 赤場暁湾内の熔岩流

(36) シトリに於ける中腹策1火口熔岩流の末端部

く其 の 13)

ゅの 向上熔岩流中の割目

く37) く36)に l司ピ



昭和 15年伊豆 コ 宅島噴火潟異 (其の 14)
7 月 ~8 月 一

く:18)シトリ に於ける拠出熔岩のために折れた松の木

(40)白色昇華物願微鏡寝民 くx123)
く中腹第4火口附近にて採集〉

(39)黄色昇華物願微鏡霧員くx123) (瓢箪山頂上にて採集〉

(41)純粋の NH4Clの頼微鏡寓良 (x123) 



昭和 15年伊豆 コ 宅島噴火馬異 く其の15)
7月-8月 一

(42) 新抽出活中 の 友長石 の 斑晶

一色白」網目ωゐ槍動物嫡掛ザ喰給。鍋船側脚，ゆゆ論4・棚網凶麟-，

4私論ニ暢桝岬働時榊幽晦榊叫酬酬跡i掛岬』民間申J哨恥申ムニ~ ー料品品品判明

く43可 (42) に同じ



昭和 15年
7月--8月 伊豆 三 宅島噴火弱震 く其の 16)

(44) 昭和 1 5 年 7 月 12 日 ~l 時頃の三宅島 l噴火に伴ふ微動〈倍率80， st= +4m38.s0).大島測候所ウィーへル ト地震計記象

く45) 三宅島噴火に伴ふ最大微動〈倍率160)';昭和15年7月12日21時 n分 14.5秒
大島測候所ウィーへノレ ト地震計記象



FFE官伊豆大島 三 原山噴火潟員〈其のめ

元村 より噴煙を望む(19日午前 4時撮彰〉
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昭和 15年 -
8月四百伊豆人島 三 原山噴火潟真 〈其のめ

D C. 

第1園 噴火直後火口茶屋より火口を望む (噴火前の篤員と比較参照〉

貧富2闇 A地黙で火山弾の穿った穴

事4聞 E地票占の新熔岩

右方がN

-策 3園 D地賄のコ ークスj伏:tlt石
西方火口茶屋を望む

策 5聞策4圃の熔岩〈左〉近篤策6聞 F地黙の展望蔓柵、 一
帯に新熔岩に覆はる

第 1同踏査報告附固 く北，JI!島〉



昭和 15年
8月 19日 伊豆大島 三 原山噴火潟 異 (其 の3)

く1) 噴火前 の 火口金景(15日午後 3時 05分)(噴火前の欣況附闘川島〉

く2) 南西側より見たる火口底

く15日午後3時 30分〕

( 3) 火口底の熔岩露出

く20日午後1時 20分〉

く第2問踏査報告附園 川島，柳瀬)



昭和 15年 -
8月 19日伊豆大島 二 原山暁火潟異(其のめ

LJζ7「73持 |
噴・ 1:1:¥ せる 熔岩

噴火後l噴煙殆んど無き三原山 (2.1日撮影〉



Fingz伊 豆 大島 三 原山噴火 23真 く其のめ

羽島

" 
f 

渉 司監診

T叫 ・e t 
降次の票貫徹鏡篤員 ・大きな塊は熔岩のIJ、片、火山毛の破片を合んでゐる

(波浮港にて採集〕

大島測候所ウイー ヘル ト式地震計に記録された微動 (x50) 

(19日午前5時30分頃〉



昭和 15年
8.月 19日 一 原山噴火潟真 ぐ其の 1)

火口 茶屋より 火口を望む

内輪山の南西側より火口を望む

く本多，木津，柿崎報告附闘， 8月 20日撮影〉



昭和I15年
8月 19日 一 即:山噴火お異 ぐ其の 2)

内輪山の北東側の最高所附近より火口を望む

内輪山 の 北東側の部分

一面に堆積して居るのは新しく拠出されたコー クス献の熔岩片である

ぐ本多，木津，柿崎報告附闘， 8月 20日撮影〉



門誌官 三 阿山噴火潟異 (其の 3)

(A) (B) 

(0) (D) (E) 

(本多，木津，柿略報告附間， (E)8月 20日撮影〉



円iif三原山噴火潟異 (其のめ
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火山毛 の 頼徴鏡 篤員 (x45)

f本多，木津，柿略報告附園，木津技手，松居技手撮影〉


